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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　並列する一対の外壁材が壁下地に取り付けられた外壁構造であって、
　前記一対の外壁材のうちの一方の外壁材における他方の外壁材側の端部が前記壁下地に
対して並列方向に相対移動するのを規制する、規制手段を備え、
　前記規制手段は、前記壁下地に固定され、前記一方の外壁材を支持する支持部材と、前
記一方の外壁材の裏面に、前記支持部材側に突出するように固定された突出部材と、を有
し、前記突出部材が前記支持部材に干渉することで前記相対移動を規制することを特徴と
する外壁構造。
【請求項２】
　前記支持部材は、並列方向に間隔をあけて設けられ、それぞれ前記一方の外壁材側に延
びる一対の延出片を有する一方、前記突出部材は、並列方向に間隔をあけて設けられ、そ
れぞれ前記壁下地側に突出する一対の突出片を有し、該一対の突出片が前記一対の延出片
の並列方向両側に位置することを特徴とする請求項１に記載の外壁構造。
【請求項３】
　前記一対の外壁材は、突き付け接合されていることを特徴とする請求項１又は２に記載
の外壁構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、建物の外壁構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、隣接する外壁材の間にシーリング等の目地材を設けずに両外壁材を突き付けて接
合する外壁構造が知られている（例えば特許文献１）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００５－２９９１９４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、従来の外壁構造では、外壁材が収縮すると、隣接する外壁材との間隔が
拡張するため、外観上好ましくない。一方、外壁材が膨張すると、隣接する外壁材に圧接
し、外壁材が変形する虞がある。
【０００５】
　本発明は上記従来の問題点に鑑みて発明したものであって、その目的とするところは、
隣接する外壁材が突き付けて接合された外壁構造において、これら外壁材の膨張収縮を抑
制することが可能な外壁構造を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するために、本発明は、以下のような構成とする。
【０００７】
　本発明の外壁構造は、並列する一対の外壁材が壁下地に取り付けられたものであって、
前記一対の外壁材のうちの一方の外壁材における他方の外壁材側の端部が前記壁下地に対
して並列方向に相対移動するのを規制する規制手段を備えることを特徴とする。
【０００８】
　また、前記規制手段は、前記壁下地に固定され、前記一方の外壁材を支持する支持部材
と、前記一方の外壁材の裏面に、前記支持部材側に突出するように固定された突出部材と
、を有し、前記突出部材が前記支持部材に干渉することで前記相対移動を規制することが
好ましい。
【０００９】
　また、前記支持部材は、並列方向に間隔をあけて設けられ、それぞれ前記一方の外壁材
側に延びる一対の延出片を有する一方、前記突出部材は、並列方向に間隔をあけて設けら
れ、それぞれ前記壁下地側に突出する一対の突出片を有し、該一対の突出片が前記一対の
延出片の並列方向両側に位置することが好ましい。
【００１０】
　また、前記一対の外壁材は、突き付け接合されていることが好ましい。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明の外壁構造では、一方の外壁材における他方の外壁材側の端部が壁下地に対して
相対移動するのが規制手段によって規制されるので、一方の外壁材の収縮・膨張を抑制で
きる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】図１は本発明の一実施形態の外壁構造の出隅付近の横断面図である。
【図２】図２Ａは本発明の一実施形態の支持部材を前斜め上方から視た斜視図である。図
２Ｂは本発明の一実施形態の支持部材を後斜め上方から視た斜視図である。
【図３】図３Ａは本発明の一実施形態の突出部材を外装材に固定した状態の斜視図である
。図３Ｂは本発明の一実施形態の突出部材に支持部材を取り付けた状態の斜視図である。
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【図４】図４は本発明の一実施形態の外壁構造の正面図である。
【図５】図５は図４のＶ－Ｖ線断面図である。
【図６】図６は本発明の一実施形態の外壁構造の出隅付近を斜め上方から視た斜視図であ
る。
【図７】図７は本発明の一実施形態の外壁構造の出隅付近を斜め上方から視た斜視図であ
る。
【図８】図８Ａは本発明の一実施形態の変形例の突出部材を外壁材に固定した状態の斜視
図である。図８Ｂは本発明の一実施形態の変形例の外壁構造の出隅付近の横断面図である
。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
＜実施形態＞
　以下、本発明の実施形態を添付図面に基づいて説明する。
【００１４】
　本実施形態では、本発明の外壁構造を建物の出隅部に適用した例について説明する。図
１は、本発明の外壁構造が適用された建物の出隅部の横断面図である。以下、図１におけ
る上側、下側、右側及び左側をそれぞれ「後側」、「前側」、「右側」及び「左側」とし
、それぞれを矢印Ｂ、矢印Ｆ、矢印Ｒ及び矢印Ｌで示し、さらに、図１における紙面手前
側及び奥側をそれぞれ「上側」及び「下側」とする。
【００１５】
　本実施形態の外壁構造では、柱１１１の前側においては、左右方向に複数の外壁材が並
び、また、上下方向にも複数の外壁材が並ぶ。また、柱１１１の右側または左側において
は、前後方向に複数の外壁材が並び、また、上下方向にも複数の外壁材が並んでおり、柱
１１１の前側と同じ構造である。したがって、以下においては、柱１１１の前側における
構造について説明する。
【００１６】
　外壁構造１は、図１に示すように、壁下地１１と、この壁下地１１に取り付けられた複
数の外壁材１２と、を備える。これら外壁材１２のうち出隅部の角部を形成する外壁材１
２が出隅材１３である。出隅材１３は、図１に示すように、断面視略Ｌ字状をなし、四角
柱状の柱１１１の屋外に面する側面を覆うように形成される。出隅材１３は、柱１１１の
前側面を覆う前壁部１３１と、柱１１１の右側面を覆う側壁部１３２と、を有する。そし
て、前壁部１３１の左側及び側壁部１３２の後側にそれぞれ隣接するようにサイディング
材１６が壁下地１１に取り付けられる。サイディング材１６は、柱１１１に固定される支
持部材２を介して壁下地１１に取り付けられる。
【００１７】
　支持部材２は、図２Ａに示すように、支持部材２の後壁を構成する固定部２１と、支持
部材２の左右の側壁を構成する一対の延出片２２と、を有する。
【００１８】
　図２Ｂには支持部材２を後方からみた図を示す。固定部２１は、図２Ｂに示すように、
上部を構成する第１後壁部２１１と、下端部を構成する第２後壁部２１２と、第１後壁部
２１１と第２後壁部２１２との間に形成される開口２１３と、を有する。
【００１９】
　第１後壁部２１１は、左右方向に対向する一対の延出片２２の上部に架け渡されている
。第１後壁部２１１には、ネジや釘等の固定具が差し込まれる固定用孔２１１ａが形成さ
れる。固定用孔２１１ａは、第１後壁部２１１を厚み方向に貫通する。本実施形態の第１
後壁部２１１には、６個の固定用孔２１１ａが形成されるが、その数は限定されない。
【００２０】
　第２後壁部２１２は、左右方向に対向する一対の延出片２２の下端部に架け渡されてい
る。第２後壁部２１２には、前方へ突出するリブ２１２ａが形成される。
【００２１】
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　延出片２２は、固定部２１の左右方向の一方側の端部（本実施形態では右側端部）から
前方に延びる第１延出片２２１を有する。延出片２２は、固定部２１の左右方向の他方側
の端部（本実施形態では左側端部）から前方に延びる第２延出片２２２を有する。
【００２２】
　第１延出片２２１は、第１側壁部２２１ａと、第１側壁部２２１ａに設けられる第１フ
ランジ２２１ｂと、を有する。第１側壁部２２１ａには、その中間部に固定部２１の開口
２１３と連続する開口２２１ｃが形成される。第１フランジ２２１ｂは、第１側壁部２２
１ａの前端部から右方向に突出する。第１フランジ２２１ｂは、上部と下部の２か所に設
けられる。
【００２３】
　第２延出片２２２は、第２側壁部２２２ａと、第２側壁部２２２ａに設けられる第２フ
ランジ２２２ｂと、を有する。第２側壁部２２２ａには、その中間部に固定部２１の開口
２１３と連続する開口２２２ｃが形成される。第２フランジ２２２ｂは、第２側壁部２２
２ａの前端部から左方向に突出する。第２フランジ２２２ｂは、上部と下部の２か所に設
けられる。
【００２４】
　支持部材２は、図２Ａに示すように、第１延出片２２１と第２延出片２２２との間に配
置される支持部２３を有する。支持部２３は、第１後壁部２１１に設けられる基部２３１
を有する。基部２３１は、第１後壁部２１１の下端部から前方に延びる。また、基部２３
１には、孔２３５が形成される。本実施形態の基部２３１では、孔２３５は、切り起こし
孔２３５である。切り起こし孔２３５は、第１延出片２２１側に形成される第１切り起こ
し孔２３５ａと、第２延出片２２２側に形成される第２切り起こし孔２３５ｂと、を有す
る。第１切り起こし孔２３５ａおよび第２切り起こし孔２３５ｂは、互いに同一形状であ
って、上方から視て（以下、平面視とする。）略矩形状となっている。
【００２５】
　支持部２３は、第１切り起こし孔２３５ａの前縁部から下方に突出する第１支持片２３
２を有する。第１支持片２３２は、基部２３１の一部分に、第１切り起こし孔２３５ａの
前縁以外の周縁に沿った形状の切り込みを入れ、その部分を下方に折り曲げることで形成
される。ここで、第１切り起こし孔２３５ａは、第１支持片２３２を切り起こすことで形
成される。
【００２６】
　支持部２３は、第２切り起こし孔２３５ｂの前縁部から下方に突出する第２支持片２３
３を有する。第２支持片２３３は、基部２３１の一部分に、第２切り起こし孔２３５ｂの
前縁以外の周縁に沿った形状の切り込みを入れ、その部分を下方に折り曲げることで形成
される。ここで、第２切り起こし孔２３５ｂは、第２支持片２３３を切り起こすことで形
成される。
【００２７】
　支持部２３は、基部２３１の前端部から前斜め上方に突出する第３支持片２３４を有す
る。第３支持片２３４には、その左右方向の中央部分に窪み２３４ａが形成される。
【００２８】
　支持部材２は、金属製であり、金属板をプレス加工により成形することで形成される。
支持部材２は、金属製であることにより一定以上の剛性を有する。
【００２９】
　図３Ａ，図３Ｂには、サイディング材１６を後方からみた図を示す。図３Ａに示すよう
に、サイディング材１６の裏面における上記支持部材２に対応する箇所には、該支持部材
２と係合する突出部材３が固定されている。より具体的には、突出部材３は、サイディン
グ材１６の裏面上端部の左右方向の一方側の端部に固定される。突出部材３は、サイディ
ング材１６に固定される固定部３１を有する。
【００３０】
　固定部３１は、図３Ａに示すように、略矩形板状となっている。固定部３１では、図３
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Ｂに示すように、その左右方向の長さが、支持部材２の第１延出片２２１の前端部から第
２延出片２２２の前端部までの長さよりも僅かに短い。固定部３１では、その上下方向の
長さが、支持部材２の支持部２３から延出片２２の下端までの距離と同じである。なお、
固定部３１の上下寸法は、支持部材２の支持部２３から延出片２２の下端までの距離より
も大きくてもよい。本実施形態では、固定部３１の表面全体がサイディング材１６に接着
剤などで固定される。
【００３１】
　上記固定部３１の上端には、図３に示すように、サイディング材１６の上端面に引っ掛
かる引掛け片３２が左右一対設けられている。これら一対の引掛け片３２は、互いに同一
の矩形板状をなし、各引掛け片３２の前後寸法は上記切起こし孔２３５ｂの前後幅よりも
短く、また、各引掛け片３２の左右寸法は該切起こし孔２３５ｂの左右幅よりも短い。こ
のため、一対の引掛け片３２のうち右側の第１引掛け片３２１は、図３Ｂに示すように、
第１切り起こし孔２３５ａに挿入される。なお、第１引掛け片３２１の左右寸法は第１切
り起こし孔２３５ａの左右幅にできる限り近い（略等しい）ことが好ましい。これにより
、第１引掛け片３２１の左右両端部が、第１切り起こし孔２３５ａの左右両縁部と接触ま
たは近接対向するため、第１引掛け片３２１の左右方向の移動が規制される。
【００３２】
　また、第１引掛け片３２１は、支持部材２の支持部２３と同じ厚さを有しているため、
第１引掛け片３２１が第１切り起こし孔２３５ａに挿入された状態において、第１引掛け
片３２１の上面部と基部２３１の上面部とが同じ高さ位置となる。これにより、上側に配
置されるサイディング材１６が、第一引掛け片３２１だけでなく、基部２３１にも載置さ
れることにより、支持部材２の上下両側に配置されるサイディング材１６の間に隙間が生
じるのを防ぐことができる。
【００３３】
　一方、左側の第２引掛け片３２２も、上記第１引掛け片３２１と同様に、その前後寸法
が第２切り起こし孔２３５ｂの前後幅よりも短く、また、その左右寸法が第２切起こし孔
２３５ｂの左右幅よりも短い。このため、第２引掛け片３２２は、図３Ｂに示すように、
第２切起こし孔２３５ｂに挿入される。なお、第２引掛け片３２２の左右寸法は第２切り
起こし孔２３５ｂの左右幅にできる限り近いことが好ましい。これにより、第２引掛け片
３２２の左右両端部が、第２切り起こし孔２３５ｂの左右両縁部と接触または近接対向す
るため、第２切起こし片３２２の左右移動が規制される。
【００３４】
　また、第２引掛け片３２２は、支持部材２の支持部２３と同じ厚さを有しているため、
第２引掛け片３２２が第２切り起こし孔２３５ｂに挿入された状態において、第２引掛け
片３２２の上面部と基部２３１の上面部とが同じ高さ位置となる。これにより、上側に配
置されるサイディング材１６が、第２引掛け片３２２だけでなく、基部２３１にも載置さ
れることにより、支持部材２の上下両側に配置されるサイディング１６の間に隙間が生じ
るのを防ぐことができる。
【００３５】
　このように、第１引掛け片３２１が第１切り起こし孔２３５ａに、第２引掛け片３２２
が第２切り起こし孔２３５ｂに挿入されることで、支持部材２の基部２３１がサイディン
グ材１６と接触する。
【００３６】
　突出部材３は、図３Ａに示すように、固定部３１に設けられる突出片３３を有する。突
出片３３は、固定部３１に左右方向に間隔をあけて一対設けられる。
【００３７】
　突出片３３は、固定部３１の上端部右端から後方に突出する第１突出片３３１を有する
。第１突出片３３１は、断面「く」の字形状をなし、上端から下方向に向かって右側に傾
斜する上片３３１ａと、上片３３１ａの下端から下方向に向かって左側に傾斜する下片３
３１ｂと、を有する。
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【００３８】
　また、突出片３３は、固定部３１の上端部左端から後方に突出する第２突出片３３２を
有する。第２突出片３３２は、第１突出片３３１と同様に断面「く」の字形状をなし、上
端から下方向に向かって左側に傾斜する上片３３２ａと、上片３３２ａの下端から下方向
に向かって右側に傾斜する下片３３２ｂと、を有する。
【００３９】
　図３Ｂに示すように、第１突出片３３１が、支持部材２の内側に位置し、支持部材２の
第１延出片２２１に接触する位置に配置される。また、第２突出片３３２が、支持部材２
の内側に位置し、支持部材２の第２延出片２２２に接触する位置に配置される。
【００４０】
　突出部材３は、例えば金属製であり、例えば金属板をプレス加工により成形することで
形成されるのが好ましい。突出部材３は、金属製であることにより一定以上の剛性を有す
る。
【００４１】
　外壁構造１では、図４に示すように、壁下地１１である複数の柱１１１が左右方向に一
列に並ぶ。外壁構造１では、最も右側に位置する柱１１１に出隅材１３である第１出隅材
１４、最も左側に位置する柱１１１に出隅材１３である第２出隅材１５、が取り付けられ
る。外壁構造１では、それぞれの柱１１１の前面の所定位置に支持部材２が固定される。
【００４２】
　外壁構造１では、第１出隅材１４の前壁部１３１から第２出隅材１５の前壁部１３１ま
で、左右方向に複数のサイディング材１６が並ぶ。外壁構造１では、それぞれのサイディ
ング材１６は、柱１１１に固定された支持部材２に支持されることで、柱１１１に取り付
けられる。外壁構造１では、出隅材１３と隣接するサイディング材１６とが突き付け接合
により接続される。ここで、突き付け接合とは、隣接する外壁材１２同士（例えば、出隅
材１３とサイディング材１６や、サイディング材１６とサイディング材１６）を、目地や
見切り材を設けずに突き合わせて接続する方法である。
【００４３】
　外壁構造１では、第１出隅材１４に隣接するサイディング材１６が第１サイディング材
１６１となる。外壁構造１では、第２出隅材１５に隣接するサイディング材１６が第２サ
イディング材１６２となる。本実施形態の外壁構造１では、第１サイディング材１６１の
裏側の上端部における第１出隅材１４側の端部に、突出部材３である第１突出部材３４が
固定される。また、外壁構造１では、第２サイディング材１６２の裏側の上端部における
第２出隅材１５側の端部に、突出部材３である第２突出部材３５が固定される。
【００４４】
　外壁構造１では、第１突出部材３４が、支持部材２の第１延出片２２１と第２延出片２
２２との間に挿入される。ここで、第１突出部材３４の第１突出片３３１が支持部材２の
第１延出片２２１の第１側壁部２２１ａに接触する。また、第１突出部材３４の第２突出
片３３２が支持部材２の第２延出片２２２の第２側壁部２２２ａに接触する。外壁構造１
において、第２突出部材３５と支持部材２とが、第１突出部材３４と支持部材２と同様に
接触する。
【００４５】
　本実施形態の外壁構造１では、上下方向に並ぶサイディング材１６同士は、図５に示す
ように、相決りにより接続される。上下に並ぶサイディング材１６同士において、下側の
サイディング材１６の後側凸部１６３と上側のサイディング材１６の前側凸部１６４とが
前後方向に重なる。
【００４６】
　外壁構造１では、図５に示すように、支持部材２の第１支持片２３２および第２支持片
２３３が、上側のサイディング材１６の前側凸部１６４と下側のサイディング材１６の後
側凸部１６３との間に挿入されている。また、外壁構造１では、支持部材２の第３支持片
２３４が、上側のサイディング材１６の下端部に形成された溝１６５に挿入されている。
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【００４７】
　本実施形態の外壁構造１では、支持部材２と突出部材３とで、サイディング材１６の左
右方向の端部の移動を規制する規制手段１７が構成される。
【００４８】
　外壁構造１では、支持部材２の延出片２２と突出部材３の突出片３３とが干渉すること
で、サイディング材１６の左右方向の端部の壁下地１１に対する左右方向への相対移動を
規制する。
【００４９】
　なお、規制手段１７は支持部材２だけであってもよい。例えば、支持部材２を壁下地１
１に固定するとともに、支持部材２の第１フランジ２２１ｂおよび第２フランジ２２２ｂ
の前面に接着材を塗布し、支持部材２を第２外壁材１２２に直接固定する。また、サイデ
ィング材１６に磁石を固定し、金属製である支持部材２が吸着されてもよい。
【００５０】
　本実施形態の外壁構造１では、出隅が両側にある外壁構造１について記載したが、一方
側が出隅であり他方側が入隅であってもよく、また、両側が入隅であってもよい。
【００５１】
　外壁構造１では、第１外壁材１２１を出隅材１３、第２外壁材１２２をサイディング材
１６としたが、第１外壁材１２１および第２外壁材１２２の両方をサイディング材１６と
してもよい。
【００５２】
　外壁構造１では、出隅材１３に隣接するサイディング材１６に突出部材３が取り付けら
れるが、それだけではなく、他のサイディング材１６に突出部材３を取り付けてもよい。
【００５３】
　支持部材２の延出片２２と突出部材３の突出片３３とは、取り付けた状態で接触してい
る必要はなく、サイディング材１６の左右方向の端部が左右方向に僅かに移動した際に接
触するように設けられればよい。
【００５４】
　支持部材２の切り起こし孔２３５と突出部材３の引掛け片３２とは、取り付けた状態で
接触している必要はなく、サイディング材１６の左右方向の端部が左右方向に移動した際
に接触するように設けられればよい。
【００５５】
　切り起こし孔２３５の形状は、引掛け片３２の形状に合わせて最適な形状が選択されれ
ばよい。
【００５６】
　孔２３５は、支持片２３２，２３３を形成するための切り起こし孔２３５ではなく、支
持片２３２，２３３とは無関係に形成された貫通孔であってもよい。
【００５７】
　引掛け片３２の上面部と基部２３１の上面部は、その上下方向の位置が同じでなくとも
よく、互いにずれた位置となってもよい。但し、その場合、支持部材２の上下に配置され
るサイディング材１６の間に隙間が生じないような構成であることが好ましい。
【００５８】
　支持部材２の第３支持片２３４には、窪み２３４ａが形成されなくともよい。
【００５９】
　壁下地１１は、柱１１１だけでなく、胴縁、断熱材、透湿防水シート、などを有してい
てもよい。また、柱１１１は、通し柱、間柱を有していてもよい。
【００６０】
　外壁構造１では、上下方向に複数の出隅材１３が並ぶことで、通し柱の角を覆うが、一
つの出隅材１３で通し柱の角を覆ってもよい。
【００６１】
　サイディング材１６は、窯業系サイディング材であるが、金属系サイディング材、木質
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系サイディング材、樹脂系サイディング材などであってもよい。
【００６２】
　サイディング材１６は、横方向を長手方向とし、縦方向を短手方向とする横張り用のサ
イディング材である。
【００６３】
　外壁構造１では、上下方向に並ぶサイディング材１６同士は、相決りにより接続される
が、その接続方法は相決りに限定されない。
【００６４】
　外壁構造１では、左右方向に並ぶサイディング材１６同士の接合方法は、実、相決り、
突き付け等の方法から最適な方法が用いられる。また、左右方向に隣接するサイディング
材１６同士の目地には、シーリングが施されてもよい。
【００６５】
　上記した構成を備える外壁構造１では、規制手段１７によりサイディング材１６の出隅
材１３側の端部の壁下地１１に対する左右方向への相対移動が規制される。特に本実施形
態の外壁構造１では、壁下地１１に固定される支持部材２内に、サイディング材１６に固
定される突出部材３が挿入され、支持部材２の延出片２２と突出部材３の突出片３３とが
接触している。そのため、サイディング材１６が温度変化によって収縮をしたとしても、
突出部材３の左右方向の移動が壁下地１１に固定された支持部材２により規制される。
【００６６】
　これにより、左右方向に並ぶ、サイディング材１６と出隅材１３との間隔が拡張される
ことを抑制できる。また、サイディング材１６と出隅材１３との間に目地が設けられる外
壁構造１にあっては、サイディング材１６と出隅材１３との目地の拡張が抑制される。
【００６７】
　突出部材３の左右方向の移動が支持部材２により規制されることで、温度変化によりサ
イディング材１６が膨張したとしても、隣接する出隅材１３との接触し難くなり、出隅材
１３に応力が発生し難くなる。また、サイディング材１６と出隅材１３との間に目地が設
けられる外壁構造にあっては、隣接するサイディング材１６と出隅材１３との目地の縮小
が抑制される。
【００６８】
　また、外壁構造１では、サイディング材１６の出隅材１３側の端部にのみ突出部材３が
取り付けられる。これにより、サイディング材１６では、温度変化によるサイディング材
１６の収縮・膨張が起きたとき、出隅材１３側の端部の移動は規制されるが、反対側の端
部が動くことになる。従って、サイディング材１６の左右方向の両端部の移動を規制する
ことで、サイディング材１６における熱応力の発生を抑制できる。
【００６９】
　また、外壁構造１では、左右方向に並んだ複数のサイディング材１６のうち、突出部材
３が左右方向の両端に位置するサイディング材１６である第１サイディング材１６１およ
び第２サイディング材１６２に設けられる。そのため、第１サイディング材１６１および
第２サイディング材１６２が膨張したとしても、出隅材１３や入隅材を圧迫することを抑
制できる。
【００７０】
　また、外壁構造１では、既存の支持部材２を利用して、サイディング材１６の左右方向
の端部の移動を規制しているため、既設の建物に対しても容易に用いることができる。
【００７１】
　また、支持部材２の切り起こし孔２３５に挿入される突出部材３の引掛け片３２が、切
り起こし孔２３５の左右の縁部に接触する。これにより、サイディング材１６の収縮・膨
張による、サイディング材１６の左右方向の端部の移動をより抑制することができる。
【００７２】
　上記した外壁構造１において、その出隅は以下に示す構成を備えていてもよい。
【００７３】
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　図１及び図６において、符号４は出隅用下地材である。この出隅用下地材４は、建物躯
体の出隅部外面に固定され、その外面側に出隅用外壁材である出隅材１３が取り付けられ
る。
【００７４】
　出隅用下地材４は、出隅材１３と外壁材１２との突き合わせ面から背後側に浸入する水
が、出隅材１３の裏面や外壁材１２の裏面を伝って広がることを防止する。また、出隅用
下地材４は、出隅材１３と外壁材１２との突き合わせ面から背後側に浸入する水を後述す
る凹溝６０によって下方へと流すものである。
【００７５】
　上記建物躯体の出隅部には、該建物躯体の一部である四角柱状の柱１１１が設置されて
おり、この柱１１１の屋外側に面する前側面１１１ａ及び右側面１１１ｂに出隅用下地材
４を介して複数の水平断面Ｌ字状の出隅材１３が柱１１１に沿って上下方向に取付固定さ
れている。そして、これら出隅材１３の左側及び後側には、上下方向に並ぶ矩形板状のサ
イディング材１６が出隅材１３と突き付けられて建物躯体に取り付け固定されている。
【００７６】
　上記出隅用下地材４は、例えばアルミニウム等の金属の押出成形品からなる水平断面略
Ｌ字形の長尺部材であり、柱１１１に固定される。なお、出隅用下地材４は、アルミニウ
ム等の金属の押出成形品に限られるものではなく、鋼板等の金属板を折り曲げ加工して成
形してもよく、また、樹脂等の押出成形品等であってもよい。
【００７７】
　この出隅用下地材４は、柱１１１の屋外側に面する前側面１１１ａ及び右側面１１１ｂ
に固定される上下方向に長尺な断面Ｌ字状の固定部４１を有し、該固定部４１は、柱１１
１の前側面１１１ａ及び右側面１１１ｂにそれぞれ固定される前側固定部４１１及び右側
固定部４１２を有する。前側固定部４１１と右側固定部４１２との接続部は、断面円弧状
をなしている。
【００７８】
　これら固定部４１１，４１２の各裏面には、固定部４１１，４１２と柱１１１との間の
間隔を保持する間隔保持部４２が形成されている。各間隔保持部４２は、上記各固定部４
１１，４１２の幅方向に間隔をあけて設けられた一対の間隔保持片４２１を有する。これ
ら一対の間隔保持片４２１は、固定部４１１，４１２の各裏面から柱１１１に向かって各
々突出し、突出端が互いに接近するように各々延設されている。
【００７９】
　上記各固定部４１１，４１２におけるこれら間隔保持片４２１の間に対応する箇所には
、出隅用下地材４を柱１１１に固定するビス８０が挿通されるビス孔４１１ａ，４１２ａ
が上下方向に間隔をあけて複数貫通形成されている。当該ビス８０は、出隅用下地材４の
ビス孔４１１ａ，４１２ａだけでなく、出隅材１３を柱１１１に取付支持する出隅材取付
具５（支持部材）に貫通形成されたビス孔５０ａにも挿通され、出隅用下地材４及び出隅
材取付具５の双方を柱１１１に固定する。なお、この固定に際しては、柱１１１が鉛直で
ない場合、出隅用下地材４における柱１１１の前側面１１１ａ及び右側面１１１ｂに夫々
設けられている間隔保持片４２１と柱１１１との間にスペーサ（図示せず）を介在させた
りすることで、出隅用下地材４を鉛直な状態に保つことができる。
【００８０】
　上記出隅材取付具５は、例えば鋼鈑からなる。出隅材取付具５は、図６に示すように、
各固定部４１１，４１２の表面に固定される矩形板状の固定板部５０を有する。固定板部
５０の上部幅方向中央には、上記ビス孔５０ａが貫通形成されていると共に、この固定板
部５０の表面上下方向略中央から、該出隅材取付具５の上側に位置する出隅材１３の下端
を支持する矩形板状の支持片５１が突出形成されている。
【００８１】
　この支持片５１の突出端両端部は、下側に階段状に折り曲げられている。この階段状に
折り曲げられた下側折曲片５３には、出隅材１３の上端裏側端部に形成された後側凸部１
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６３が引っ掛けられる。一方、上記支持片５１の突出端中央部は、前側に向かって上方に
傾斜するように折り曲げられており、この上側折曲片５２が出隅材１３の下端に形成され
た溝１６５に係止する。このとき、上方側の出隅材１３の表面側の下縁に設けられた前側
凸部１６４が、下方の出隅材１３の上縁の後側凸部１６３と相決りで接合されるために、
上下に並ぶ出隅材１３間の防水が図られる。
【００８２】
　また、上記固定板部５０の幅方向両端には、屋外側に突出して出隅用下地材４と出隅材
１３との間の間隔を保持する一対の間隔保持板部５４が形成されている。各間隔保持板部
５４の突出端は、上記固定板部５０の幅方向外側に折り曲げられており、この突出端が出
隅材１３の裏面に接触している。
【００８３】
　上記出隅用下地材４の左端には、図１に示すように、出隅材１３と該出隅材１３の左側
に隣接するサイディング材１６との接合部裏側に配設されるジョイナ６が一体に設けられ
ている。一方、上記出隅用下地材４の後端には、出隅材１３と該出隅材１３の後側に隣接
するサイディング材１６との接合部裏側に配設されるジョイナ６が一体に設けられている
。
【００８４】
　ここで、出隅用下地材４の左端に設けられたジョイナ６と後端に設けられたジョイナ６
は、略同一構成であるため、以下では、前者について説明し、後者についての説明を省略
する。
【００８５】
　上記ジョイナ６は、前側に開口する平面視略コ字状の上下方向に長尺な部材であり、例
えばアルミニウムや樹脂の押出成形品や、折り曲げ加工された鋼板製である。該ジョイナ
６は、上記柱１１１の前側面１１１ａに接する底板部６４と、該底板部６４の幅方向両端
から前方に突出する一対の側板部６５と、これら底板部６４及び一対の側板部６５によっ
て前方に開口すると共に上下両端部が開口するように形成され、出隅材１３とその左側の
サイディング材１６との突き合わせ部の裏側に位置する凹溝６０と、を有している。
【００８６】
　両側板部６５の前後寸法は上記間隔保持片４２１と略同一であり、右側の側板部６５の
前端が上記出隅用下地材４の左端に繋がっている。また、両側板部６５の前端部、即ち凹
溝６０の左右の開口縁には、夫々止水材６１が取り付けられる止水材保持部６７が設けら
れている。該止水材６１は、例えば軟質塩化ビニル樹脂、ＥＰＤＭやクロロプレンシリコ
ン等の軟質材からなるもので、上下方向に長尺な板状の基端部６１ａと、該基端部６１ａ
の左右方向中央からジョイナ６の上下方向全長にわたって凹溝６０の開口面よりも外方側
に突出し、上記出隅材１３の裏面またはサイディング材１６の裏面に圧接されるフィン状
部６１ｂを有している。このフィン状部６１ｂは、その突出端が凹溝６０の開口部中央寄
りに傾いていることが好ましい。
【００８７】
　一方、止水材保持部６７は、断面略コ字状をなし、前方に開口して上記止水材６１の基
端部６１ａを保持する止水材保持溝６７ａが形成され、この止水材保持溝６７ａの左右の
両開口端は、互いに接近するように延設されていて、該止水材保持溝６７ａに嵌め込まれ
た止水材６１の基端部６１ａの左右両端部を保持している。なお、図示例では上記止水材
保持溝６７ａに止水材６１の基端部６１ａを嵌め込むことで止水材６１を保持しているが
、例えば基端部６１ａの裏面に貼り付けた両面接着テープ等の手段で取り付けてもよい。
【００８８】
　また、左側の側板部６５の前端には、左方に突出して接着剤６３を保持する接着剤保持
部６２が上記ジョイナ６の上下方向全体に亘って形成されている。該接着剤保持部６２に
は、前方に開口して接着剤６３が充填される接着剤保持溝６２ａが形成されている。ここ
における接着剤６３は、サイディング材１６の背面に接着して、ジョイナ６とサイディン
グ材１６とを接着固定することで、サイディング材１６の側端の固定強度を高めて浮き上
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がりを防ぐとともに防水性を高める。また、サイディング材１６の端部が接着剤６３を介
してジョイナ６及び出隅用下地材４に強固に固定されているので、サイディング材１６が
温度変化に伴って寸法変化しても、接着剤６３による固定がなされていない場合と比較し
て、左右方向へのズレが抑制されるため接合部の隙間が拡大せず、防水性を保持すること
が可能となる。
【００８９】
　なお、接着剤６３は、接着剤保持溝６２ａのうち、上下に隣接する出隅材１３同士の接
合部及びその側方に位置する上下に隣接するサイディング材１６同士の接合部の近傍に位
置する箇所には充填されていないことが好ましい。出隅材１３やサイディング材１６を施
工する際に接着剤６３が押圧されて出隅材１３およびサイディング材１６の接合部からは
み出るのを防ぐためである。
【００９０】
　上記の止水材６１は、予めジョイナ６に取り付けられた状態で工場出荷される。接着剤
６３については施工現場において接着剤保持溝６２ａに充填される。なお、接着剤６３も
上記止水材６１と同様に予めジョイナ６に取り付けられた状態で出荷されてもよい。
【００９１】
　出隅材１３の左側及び後側には、平板状のサイディング材１６が配されるとともに、支
持部材２によって建物躯体の外面に固定される。ここにおける支持部材２は、柱１１１の
前側面１１１ａに接するジョイナ６の左側に位置し、また、柱１１１の右側面１１１ｂに
接するジョイナ６の後側に位置する。上記の出隅材取付具５と同様に、上下に並ぶように
施工されるサイディング材１６の上縁に設けられた後側凸部１６３の上端を第２支持片２
３３に引っ掛けるとともに、このサイディング材１６の上方側に設置される他のサイディ
ング材１６の下縁に設けられた溝１６５係止溝４３に、第３支持片２３４を係止させるこ
とで上方側のサイディング材１６の下端を固定する。この時、上方側のサイディング材１
６と、下方側のサイディング材１６とが相決りで接合されるために、上下に並ぶサイディ
ング材１６間の防水が図られる。
【００９２】
　そして、出隅材１３及びサイディング材１６を固定した時、上記各ジョイナ６の止水材
６１のうちの一方は、出隅材１３の裏面に密着し、他方はサイディング材１６の裏面に密
着し、出隅材１３とサイディング材１６との突き合わせ面から背後側に浸入する雨水が左
右に広がることを防止する。また、上記突き合わせ面の背後に浸入してきた雨水は、下側
にも開口する凹溝６０によって下方へと流す。
【００９３】
　出隅材１３の側端部付近の後側凸部１６３の上面、及びサイディング材１６の側端部付
近の後側凸部１６３の上面には、水の横走りを防止するための止水材６６を取り付けてお
くのが好ましい。この止水材６６は、例えば、軟質塩化ビニル樹脂、ＥＰＤＭやクロロプ
レンシリコン等の軟質材からなり、サイディング材１６や出隅材１３の上記上端における
止水材６１が接する部分に位置しているか、この部分よりも出隅材１３とサイディング材
１６との突き合わせ面に近い位置にあることが好ましい。接合部に浸入した水を凹溝６０
に導くことが可能となり、その結果、接合部に浸入した水が止水材６１の左右方向外側に
流出するのを防止することができる。
【００９４】
　図７に他例を示す。基本的構成は上記の実施形態で示したものと同じであるが、ジョイ
ナ６における接着剤保持溝６２ａ及び接着剤保持溝６２ａに充填した接着剤６３を凹溝６
０の開口部の左右両側（図示例では止水材保持溝６７ａよりも外側）に設けて、出隅材１
３の側端部の背面も接着固定するようにしている。この場合、サイディング材１６と出隅
材１３との間に隙間が生じてしまうおそれを更に少なくすることができる。
【００９５】
　この構造によれば、出隅材１３を取り付けるための出隅用下地材４を設置することで、
出隅材１３とサイディング材１６とをシーリングレス工法で接合するためのジョイナ６も
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設置されるものであり、ジョイナ６の施工を別途行う必要がない。このために、建物の出
隅部分の外壁工事の手間を削減することができる。特に図示例のようにシーリングレス工
法のためのジョイナ６を出隅用下地材４に一体に設けたものでは、湿式シーリング工法の
場合のような縦目地へのシーリング充填作業も必要としないために、出隅回りの工事を更
に簡便化することができる。
【００９６】
　なお、ジョイナ６の凹溝６０部分の背面は、出隅の柱１１１に接しているが、柱１１１
から浮いていてもよい。つまり凹溝６０の深さが図示例のものよりも浅くてもよい。
【００９７】
　また、柱１１１が鉛直に設置されている場合、ジョイナ６の底板部６４をビスや釘等の
固定具で建物躯体８に固定してもよい。もっとも、凹溝６０は上述の如く雨水排水部とし
て用いる関係上、固定具にはボンデッドワッシャー等の止水ワッシャーを取り付けたり、
固定具として止水機能付ビスを用いたりすることが好ましい。
【００９８】
　上記の各実施例においては、シーリングレス工法用のジョイナ６を出隅用下地材４の両
側に夫々一体に設けたものを示したが、湿式シーリング工法で施工される外壁の出隅につ
いては、サイディング材１６と出隅材１３との間の縦目地に充填されるシーリング材の背
後に配置するバックアップ材としてのジョイナを出隅用下地材４と一体に設けることで、
出隅部分の工事の簡便化を図ることができる。
【００９９】
　このように、本実施形態の外壁構造１では、サイディング材１６の左右方向の端部の左
右方向の移動を規制するため、規制手段１７として支持部材２および突出部材３を用いる
のではなく、規制手段１７として出隅用下地材４を用いてもよい。なお、サイディング材
１６の左右方向の端部の移動を規制するため、規制手段１７として支持部材２、突出部材
３および出隅用下地材４を用いてもよい。
【０１００】
　以上説明したように、本実施形態の外壁構造１は以下に示す構成を備える。
【０１０１】
　本実施形態の外壁構造１は、次の第１の特徴を備える。第１の特徴では、外壁構造１に
おいて並列する一対の外壁材１２が壁下地１１に取り付けられる。本実施形態の外壁構造
１は規制手段１７を備える。規制手段１７は、一対の外壁材１２のうちの一方の外壁材１
２における他方の外壁材１２側の端部が壁下地１１に対して並列方向に相対移動するのを
規制する。
【０１０２】
　この第１の特徴を有する外壁構造１によれば、温度変化により一方の外壁材１２が収縮
したとしても、一方の外壁材１２の左右方向の端部の左右方向の移動を規制でき、一方の
外壁材１２と他方の外壁材１２との間隔の拡張を抑制できる。また、温度変化により一方
の外壁材１２が膨張したとしても、隣り合う他方の外壁材１２に他方の外壁材１２が接触
し、一方の外壁材１２に応力が発生すること抑制できる。
【０１０３】
　本実施形態の外壁構造１は、第１の特徴において、以下の付加的な第２の特徴を備える
。第２の特徴では、規制手段１７は、壁下地１１に固定され、一方の外壁材１２を支持す
る支持部材２と、一方の外壁材１２の裏面に、支持部材２側に突出するように固定された
突出部材３と、を有する。突出部材３が、支持部材２に干渉することで相対移動を規制す
る。
【０１０４】
　この第２の特徴を有する外壁構造１によれば、既存の支持部材２を利用して規制手段１
７が設けられるので、既設の建物に対しても容易に用いることができる。
【０１０５】
　また、本実施形態の外壁構造１は、第２の特徴において、以下の付加的な第３の特徴を
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有する。第３の特徴では、支持部材２は、並列方向に間隔をあけて設けられ、それぞれ一
方の外壁材１２側に延びる一対の延出片２２を有する。一方、突出部材３は、並列方向に
間隔をあけて設けられ、それぞれ壁下地１１側に突出する一対の突出片３３を有する。該
一対の突出片３３が一対の延出片２２の並列方向両側に位置する。
【０１０６】
　第３の特徴を有する外壁構造１によれば、簡易な構成で、一方の外壁材１２の膨張・収
縮による、一方の外壁材１２の左右方向の端部の移動を規制できる。第１外壁材１２１と
第２外壁材１２２の壁下地１１への取り付けが容易になる。
【０１０７】
　また、本実施形態の外壁構造１によれば、第２～第３の特徴において、以下の付加的な
第４の特徴を有する。第４の特徴では、一対の外壁材１２は、突き付け接合されている。
【０１０８】
　第４の特徴によれば、第１外壁材１２１と第２外壁材１２２の壁下地１１への取り付け
が容易になる。
【０１０９】
　＜変形例＞
　以下、上記した実施形態の外壁構造１の変形例について、図８Ａ，図８Ｂに基づいて説
明する。
【０１１０】
　本変形例の外壁構造１では、図８Ａに示すように、突出部材３が、サイディング材１６
に固定される第１突出部３６と、第１突出部３６から間隔をあけて固定される第２突出部
３７と、で構成される。第１突出部３６と第２突出部３７は、サイディング材１６の裏面
に接着剤により固定される。
【０１１１】
　第１突出部３６は、図８Ｂに示すように、支持部材２の左右方向の一方側（本変形例で
は右側）に配置される。第１突出部３６は、サイディング材１６に固定される固定部３６
１と、支持部材２の第１延出片２２１が接触する接触部３６２と、を有する。
【０１１２】
　固定部３６１は、上下方向に長い略矩形板状をなしている。接触部３６２は、固定部３
６１の左端から後方に突出する。
【０１１３】
　第２突出部３７は、図８Ｂに示すように、支持部材２の左右方向の他方側（本実施形態
では左側）に配置される。第２突出部３７は、サイディング材１６に固定される固定部３
７１と、支持部材２の延出片２２が接触する接触部３７２と、を有する。
【０１１４】
　固定部３７１は、上下方向に長い矩形板状をなしている。接触部３７２は、固定部３７
１の右端から後方に突出する。
【０１１５】
　本変形例の外壁構造１では、第１突出部３６の接触部３６２と第２突出部３７の接触部
３７２との間隔は、支持部材２の第１延出片２２１と第２延出片２２２との間隔に合わせ
ている。
【０１１６】
　上記した構成を備える本変形例の外壁構造１では、第１突出部３６の接触部３６２が支
持部材２の左側の延出片２２に当接する、または、第２突出部３７の接触部３７２が支持
部材２の右側の延出片２２に当接することにより、第１突出部３６または第２突出部３７
の左右方向の移動が規制される。これにより、サイディング材１６が温度変化により収縮
・膨張したとしても、サイディング材１６の左右方向の端部の移動が規制できる。
【０１１７】
　なお、本変形例では、突出部材３は、第１突出部３６のみで構成されていてもよい。こ
の場合、少なくとも第１外壁材１２１と第２外壁材１２２との間に隙間が形成されるのを
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【０１１８】
　（その他の実施形態）
　上記実施形態では、壁下地１１から外壁材１２側に延出する延出片２２、及び、外壁材
１２から壁下地１１側に突出する突出片３３がそれぞれ一対設けられている。なお、外壁
構造１では、これに限定されず、例えば、延出片２２が少なくとも１片設けられると共に
、一対の突出片３３が該延出片２２の左右両側に設けられていてもよい。また、外壁構造
１では、突出片３３が少なくとも１片設けられると共に、一対の延出片２２が該突出片３
３の左右両側に設けられていてもよい。
【符号の説明】
【０１１９】
　１　　　外壁構造
　１１　　壁下地
　１２１　第１外壁材
　１２２　第２外壁材
　１３　　出隅材
　１６　　サイディング材
　１７　　規制手段
　２　　　支持部材
　２１　　固定部
　２２　　延出片
　３　　　突出部材
　３１　　固定部
　３３　　突出片

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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